


生態工学会とは

地球はその重力によって物質的に閉鎖された空間を形作っ

ています。その環境は、数十億年という長い年月を経て、発

生、進化、消滅を繰り返してきた生物たちによって作られ、数

多くの生物種からなる生態系の働きで維持されてきました。

いま、人間のあまりにも急激な経済活動の発展に起因する

資源の乱用と大量の廃棄物の放出によって、調和の取れた

生態系の存続が危うくなっています。 

このかけがえのない地球で人類が継続して生存するために

は、人類の活動が自然生態系に調和することが不可欠です。

生態工学会は、自然生態系に調和した持続可能な循環型

社会はどうあるべきか、生物学的・化学的・工学的手法やIT

（情報技術）を駆使し追究する学会です。

・畜産を核とした畑作・稲作との資源連携による持続農業の追求
・微生物生態系（マイクロコズム）の理論的研究
・Ce-Ｚr 系酸化物を用いた二段階水分解反応によるソーラー水

素生産
・マイクロコズムの数学モデル－系の多様性と安定性－
・有機廃棄物の再資源化システムの開発に関する一連の研究
・光環境制御による植物の成長および形態形成の調節に関する研

究
・地球システムにおける物質・エネルギーフローの基礎研究とそ

の応用
・新しい光計測技術を用いた食品の品質および機能性の評価手法

開発に関する研究 
・クロロフィル蛍光画像計測法によるハイゴケの光合成機能解析 
・アカマツ森林群落内のモノテルペン高度分布
・蛍光計測を用いた Amphidinium sp.の濃度測定：培養時の光質

が増殖速度に及ぼす影響
・有機農業を目指した飼料用トウモロコシ栽培における雑草がそ

の生育および収量に及ぼす影響
・高清浄度野菜の生産に向けた衛生管理技術の検討  

・光触媒反応における反応速度低減因子の同体とこれらを除去した高性
能光触媒反応システムの開発に関する研究 

・木質バイオマスの形成機構に関する一連の研究 
・閉鎖型生態系実験施設の要素技術に関する研究 
・植物と大気の微量気体交換に関する生態工学的研究
・微細藻類の培養密度および培養液厚の変化に伴う透過光の減衰 
・カセット式魚類養殖技術に関する研究 
・濃縮海洋深層水の高品質トマト水耕栽培への有効利用1.果実品質に対

する短期施用の効果 

・閉鎖生態系循環式養殖システムの開発に関する一連の研究 
・超音波音環境が人間の生理・心理に与える一連の研究　 
・水産資源増殖構造物の流動制御と生物蝟集機能 
・保全耕うんおよび慣行耕うんを施した火山灰土からの土壌および肥料

成分の流出特性  
・大型閉鎖系実験施設ＣＥＥＦの植物栽培システムに関する研究 
・CEEFでの廃棄物処理に用いられる触媒ならびに流出防止材の劣化につ

いて
・根における水および元素の吸収速度の動的評価 
・可搬型Scanning Lidarを用いた地表面と樹冠高の三次元計測  

・階層的リモートセンシングと地理情報システムによる生態工
学的研究 

・屋内樹木の生育制御に関する研究 
・マテリアル・エネルギー・フローに関する一連の研究 
・光による昆虫行動の物理的制御法を用いた生態工学的な昆虫

制御技術の開発 
・微小藻類のin situクロロフィル蛍光顕微画像計測 
・NOAA/NDVI10日間コンポジット画による積雪および消雪時期

の評価

 
・集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換に関する研究 ・

CELSSにおける植物生産システム構築のための環境調節法に
関する研究 

・Spatial and Temporal Change of Microcystins Concen-
trtion in Eutrophicated Lakes in Japan 

・生態工学的手法を用いたカキ種苗の大量高速生産システムの
開発 

・動物プランクトン利用による微細藻類のバイオマス変換

（2010年までの学会論文より抜粋）

生態工学会は、生態系に関わる広い工学分野を活動の領域にしています。

地球環境・リモートセンシング
宇宙環境利用・CELSS

植物工場・循環型農業

食の安全・安心・食品科学

生物多様性・汚染物質制御・廃棄物処理

エネルギー・再生可能エネルギー

水産養殖・海洋科学
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